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は
じ
め
に

今
回
の
調
査
結
果
で
わ
か
っ
た
こ
と

は
、
多
く
の
経
理
財
務
部
門
に
お
い
て
、

単
に
過
去
の
財
務
デ
ー
タ
を
提
供
す
る

と
い
う
従
来
の
役
割
で
は
な
く
、
企
業

内
外
の
情
報
を
駆
使
す
る
こ
と
で
意
思

決
定
者
に
対
し
て
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
提
言
を
行
な
う
と
い
う
役
割
に

移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

I
B
M
で
は
二
〇
〇
四
年
に
I
B
M

グ
ロ
ー
バ
ル

C
F
O

ス
タ
デ
ィ
を
世
界

主
要
企
業
の
C
E
O
に
対
し
て
実
施
し

た
。
そ
の
中
で
「
売
上
成
長
」
と
「
市
場

環
境
や
リ
ス
ク
の
変
化
へ
の
対
応
能
力
」

が
C
E
O
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
回

答
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
二
〇
〇
五
年

の
調
査
で
は
、
経
理
財
務
部
門
で
特
に

重
要
視
さ
れ
て
い
る
領
域
は
、「
成
長
戦

略
」、「
収
益
性
管
理
」、
お
よ
び
「
リ
ス
ク

管
理
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
現
在
の

C
E
O
が
抱
え
る
課
題
に
沿
っ
た
も
の
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
今
回
の
調
査
結
果

は
、
こ
の
「
成
長
」、「
収
益
」、「
リ
ス
ク
管

理
」
と
い
う
一
見
矛
盾
す
る
目
的
に
対
し

て
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
事
業
に

付
加
価
値
を
与
え
て
い
く
か
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

現
実
と
理
想
の
ギ
ャ
ッ
プ

今
回
の
調
査
か
ら
見
る
と
、
C
F
O
、

経
理
財
務
部
門
管
理
者
の
多
く
は
、『
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』、『
株
主
に
対
す
る
受

託
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
』に

つ
い
て
は
十
分
に
対
応
で
き
て
い
る
。
し

か
し
、
経
営
情
報
の
分
析
能
力
お
よ
び

経
営
へ
の
貢
献
度
合
い
に
つ
い
て
は
、
そ

の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
ま

だ
十
分
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
（
図

2
）。標

準
化
さ
れ
た
業
務
指
針
が
欠
如
し

I
B
M
は
昨
年
、
七
四
カ
国
、
合
計
八
八
九
人
の
C
F
O
お
よ
び

経
理
財
務
部
門
の
上
級
管
理
職
の
方
々
に
対
し
て

「
I
B
M
2
0
0
5
グ
ロ
ー
バ
ル
C
F
O
ス
タ
デ
ィ
」を
実
施
し
た
。

今
回
の
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ベ
イ
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に

今
日
の
C
F
O
が
抱
え
る
課
題
に
対
す
る

多
角
的
な
検
討
と
評
価
を
ご
紹
介
す
る
。

こ
の
調
査
は
、
C
F
O
が
抱
え
る
現
在
と
将
来
の
課
題
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
、
そ
し
て
経
理
財
務
部
門
の
優
先
事
項
、

最
も
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
領
域
、
お
よ
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
進
捗
状
況
を

調
査
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た（
調
査
対
象
者
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
は
図
1
に
示
す
）。
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て
い
る
こ
と
や
、
グ
ル
ー
プ
全
体
に
共
通

の
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
あ

ら
ゆ
る
構
造
が
よ
り
複
雑
な
も
の
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
が
現
実
と
理
想
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
い
っ
そ
う
深
い
も
の
に
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

図
3
を
見
て
も
ら
い
た
い
。
グ
ル
ー
プ

に
標
準
の
業
務
指
針
と
ル
ー
ル
を
ま
だ

導
入
し
て
い
る
、
も
し
く
は
全
社
的
に
共

通
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
適
用
し
て
い
る
と

回
答
し
て
い
る
企
業
は
四
割
に
も
満
た

な
い
。
加
え
て
、
全
社
的
な
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
簡
素
化
が
進
ん
で
い
る
、
も
し
く
は

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
適
用
を
全
社
的

に
実
施
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
企
業

は
二
割
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も
十
分
に
進

ん
で
い
な
い
。
共
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

先
進
的
な
予
算
編
成
・
業
績
予
測
ツ
ー
ル

の
活
用
、
も
し
く
は
全
社
的
な
E
R
P
シ

ス
テ
ム
の
統
合
が
で
き
て
い
る
と
の
回
答

し
た
企
業
も
、
三
割
以
下
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

プ
ロ
セ
ス
や
シ
ス
テ
ム
が
分
断
さ
れ
、

ま
た
標
準
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ

り
、
情
報
の
分
断
化
が
生
ま
れ
、
結
果
と

し
て
手
作
業
に
よ
る
デ
ー
タ
照
合
や
非

効
率
な
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。
こ
れ
で
は
事
実
デ
ー
タ

で
は
な
く
、
直
感
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
な
う
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

よ
う
な
運
用
は
属
人
的
な
も
の
に
な
り

が
ち
で
、
右
肩
上
が
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
下
で
は
そ
れ
な
り
に
は
機
能
し
て
い

て
も
、
複
雑
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
と
な
り

企
業
業
績
が
よ
り
不
安
定
に
な
っ
て
く
る

と
機
能
し
な
く
っ
て
し
ま
う
。

実
現
へ
向
け
て
の
基
盤
の
構
築

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
、

簡
素
化
と
業
務
形
態
の
最
適
化

今
回
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
経
営
に

よ
り
貢
献
で
き
て
い
る
と
回
答
し
た
経
理

財
務
部
門
で
は
、
通
常
の
経
理
財
務
部

門
よ
り
も
高
い
比
率
で
標
準
ル
ー
ル
、
共

通
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の

簡
素
化
、
お
よ
び
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の

導
入
が
図
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
共

通
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
適
用
を
促
進
し
、

標
準
化
、
簡
素
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
企
業
の
リ
ス
ク

管
理
支
援
、
収
益
性
管
理
、
継
続
的
な
業

務
プ
ロ
セ
ス
改
善
に
極
め
て
有
効
で
あ
る
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と
言
え
る
。
加
え
て
、
コ
ア
・
ノ
ン
コ
ア
業

務
の
識
別
が
容
易
と
な
り
、
業
務
形
態

の
最
適
化
を
行
な
う
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
加
え
て
情
報
の
統
合
管
理
に
も
大

い
に
役
立
ち
、
デ
ー
タ
の
照
合
・
集
計
・

加
工
作
業
を
削
減
し
、
経
営
へ
の
提
言
活

動
に
よ
り
注
力
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、
こ
の
よ
う

な
プ
ロ
セ
ス
の
簡
素
化
、
標
準
化
お
よ
び

業
務
形
態
の
最
適
化
に
は
シ
ェ
ア
ー
ド
サ

ー
ビ
ス
、
あ
る
い
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

と
い
う
考
え
方
が
極
め
て
有
効
で
あ
る

と
い
う
結
果
が
で
て
い
る
。
シ
ェ
ア
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用

に
高
い
満
足
を
示
し
て
い
る
経
理
財
務

部
門
は
、グ
ル
ー
プ
標
準
の
業
務
方
針
や
、

共
通
で
簡
素
化
さ
れ
た
業
務
プ
ロ
セ
ス

を
採
用
す
る
、
あ
る
い
は
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
を
適
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

ま
た
、
シ
ェ
ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
・
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
に
対
す
る
満
足
度
が
高
い

企
業
で
は
、
満
足
度
が
低
い
企
業
と
比

較
し
て
、
分
析
ツ
ー
ル
、
共
通
の
経
理
財

務
基
盤
と
し
て
の
E
R
P
シ
ス
テ
ム
、
デ

ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
を
よ
り
合
理
的
か

つ
、
適
切
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る（
図
4
）。
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
、

簡
素
化
、
シ
ス
テ
ム
の
合
理
化
が
、
シ
ェ

ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

と
い
う
業
務
形
態
を
推
進
し
た
の
か
、
あ

る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
業
務
形
態
が
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
、
簡
素
化
、
シ
ス
テ

ム
合
理
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
こ
の
あ

た
り
は
明
確
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
有
効
な
成
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

情
報
統
合
お
よ
び
デ
ー
タ
と

プ
ロ
セ
ス
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

情
報
の
統
合
管
理
を
推
進
す
る
こ
と

は
、
単
な
る
I
T
基
盤
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

さ
せ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ー
タ

の
統
制
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
オ
ー
ナ
ー
シ

ッ
プ
、
経
営
の
方
向
性
の
共
有
な
ど
に
も

及
ぶ
企
業
の
最
優
先
課
題
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
重
要
性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
も
有
効

な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
課
題
を
改
善

す
る
こ
と
に
非
常
に
有
効
な
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る（
図
5
）。

特
に
、
企
業
が
そ
の
活
動
の
場
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
広
げ
て
複
雑
さ
を
増
し
て
い

く
に
つ
れ
、
各
種
デ
ー
タ
の
統
一
基
準
を

策
定
す
る
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
。
デ
ー
タ
の
統
一
基
準
化
、
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
標
準
化
、
簡
素
化
を
推
進
す
る

た
め
、
C
F
O
や
経
理
財
務
部
門
が
中
心

と
な
っ
て
各
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
オ
ー
ナ
ー

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

誰
が
ど
の
デ
ー
タ
と
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て

重要性の高い項目�
総合貢献度が高いと回答した経理財務部門の平均値�
企業全体の情報統合が進められている企業の平均値�
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69

42

71

61

31

50

61

28

47

59

50

62
57

6664

40

25

37

100

80

60

40

20

0

回
答
の
割
合�

社
会
的
責
任
へ
の
対
応
と�

法
令
順
守�

企
業
リ
ス
ク
管
理
の�

支
援
ま
た
は
実
施�

財
務
関
連
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の�

主
導
と
内
部
統
制
管
理
の
強
化�

継
続
的
な
業
務
改
善�

成
長
戦
略
立
案
・
実
行
に
お
け
る�

他
部
門
と
の
連
携�

事
業
の
収
益
性
分
析
と�

モ
ニ
タ
リ
ン
グ�

成長戦略� リスク管理�収益性�
管理�

（％）�

図4●シェアードサービス、アウトソーシングの利用とプロセス・ITの改善度�

プロセスの改善� ITの改善�

グループ内のシェアードサービスを持つ企業のうち高い満足を得ている割合�
外部のアウトソーシングを利用している企業のうち高い満足度を得ている割合�
全回答のうち高い満足度を得ている割合�
(シェアードサービスまたはアウトソーシングをしていない会社含む)

71
67

56 56
58

38

55

43

35
3028

12

28

14

46

37

27

43

33

27

38
35

21

29 27

17

28

80

60

40

20

0

回
答
の
割
合�

業
務
処
理
の
簡
素
化�

先
進
的
予
算
編
成
・�

業
績
予
測
ツ
ー
ル
の
利
用�

会
計
情
報
シ
ス
テ
ム
の
統
合�

E
R
P
シ
ス
テ
ム
の
統
合
�

デ
ー
タ
・
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、�

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
元
化�

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス�

（
有
効
事
例
）の
適
用�

業
務
処
理
の
標
準
化�

グ
ル
ー
プ
標
準
の
業
務
方
針
と�

処
理
ル
ー
ル
の
導
入�

グ
ル
ー
プ
共
通
の�

勘
定
科
目
体
系
の
導
入�

（％）�
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責
任
を
持
つ
の
か
を
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で

決
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ナ
ー
の
存
在
が
重
要

視
さ
れ
る
の
は
、
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
上
に

乗
る
デ
ー
タ
が
単
に
各
事
業
部
門
だ
け

で
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
企
業

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
重
要
な
資
産
で
あ

る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に

な
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
言
え
る
。
デ
ー
タ

の
正
確
性
に
対
す
る
責
任
と
、
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
維
持
管
理
の
責
任
は
、
各
事
業

部
門
や
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ナ
ー
が
持
つ
一

方
で
、
統
合
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
整
合
性
、

品
質
に
つ
い
て
の
責
任
は
、
経
理
財
務
部

門
に
移
行
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
の
正
確
性

が
確
保
さ
れ
た
後
は
、
デ
ー
タ
の
有
効
活

用
と
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

ウ
ェ
ブ
の
情
報
ポ
ー
タ
ル
や
デ
ー
タ
ウ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
、
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

等
の
I
T
ツ
ー
ル
を
導
入
し
て
い
き
た
い

と
、
多
く
の
C
F
O
が
回
答
し
て
い
る
。

こ
れ
は
外
部
に
対
す
る
財
務
数
値
の
説

明
責
任
を
果
た
す
上
で
も
重
要
な
こ
と

だ
。

「
今
や
C
F
O
は
情
報
や
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
企
業
内
で
の
管
財
人
で
あ
る
」、「
分
断

さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
や
一
貫
性
の
な
い
業
務

プ
ロ
セ
ス
が
、
情
報
の
整
合
性
に
悪
影
響

を
与
え
て
い
る
」
と
い
う
C
F
O
の
コ
メ

ン
ト
も
あ
る
。

経
営
へ
の
提
言
力
の
確
立

成
長
戦
略
の
強
化

成
長
戦
略
に
対
し
て
積
極
的
に
提
言

で
き
て
い
る
と
考
え
る
C
F
O
は
半
数
に

満
た
ず
、
計
画
策
定
、
予
測
、
測
定
、
分

析
に
お
け
る
作
業
レ
ベ
ル
で
苦
慮
し
て
い

る
と
い
う
の
が
現
状
だ
。
た
と
え
ば
今

回
の
調
査
で
は
、
収
益
性
の
あ
る
市
場

あ
る
い
は
、
コ
ス
ト
の
抑
制
に
関
す
る
情

報
提
供
に
強
み
が
あ
る
と
答
え
て
い
る

C
F
O
や
、
成
長
戦
略
の
立
案
は
自
分
た

ち
の
強
み
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
C
F

O
は
わ
ず
か
四
〇
％
前
後
と
な
っ
て
い
る

（
図
6
）。

た
だ
し
、
成
長
戦
略
に
貢
献
で
き
て
い

る
と
回
答
し
た
C
F
O
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
の
発
掘
と
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
評
価

に
重
点
を
お
い
て
い
る
。
単
な
る
過
去
の

財
務
デ
ー
タ
の
レ
ポ
ー
ト
分
析
に
と
ど

ま
ら
ず
、
将
来
の
予
測
活
動
に
業
務
の

重
点
を
移
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
企
業
目
標
の
変
化
に
あ
わ
せ

て
、
自
ら
の
部
門
の
戦
略
を
絶
え
ず
更

新
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
（
図
7
）
。

企
業
の
成
長
戦
略
に
貢
献
す
る
た
め
に

は
、
企
業
目
標
に
対
す
る
理
解
と
見
識

を
持
ち
、
他
部
門
の
経
営
陣
と
企
業
戦

成長戦略に貢献していると回答した経理財務部門�
上記以外の経理財務部門�

図7●成長戦略における連携�

80

68

28

61

49

60

37

58

26
29

19

60

40

20

0
顧
客
、商
品
、契
約
情
報
の
統
合
管
理�

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
お
よ
び�

シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
検
討
と
評
価�

企
業
目
標
の
遷
移
に
あ
わ
せ
た�

経
理
財
務
部
門
の
戦
略
の
見
直
し�

環
境
変
化
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
更
新
さ
れ
る�

原
価
管
理
や
採
算
管
理
の
手
法
の
導
入�

成
長
戦
略
策
定
支
援�

推
奨
さ
れ
る
活
動�

成
長
戦
略
提
言
に
お
い
て
対
応
済
の
割
合�

（％）�

該当しない�
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略
に
つ
い
て
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

収
益
性
管
理
の
強
化

今
回
の
調
査
の
結
果
、
半
数
以
上
の

経
理
財
務
組
織
が
、
既
に
標
準
的
な
計

画
策
定
・
予
算
策
定
・
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
テ

ィ
ン
グ
の
仕
組
み
の
運
用
を
開
始
し
て
お

り
、
七
三
％
の
組
織
で
は
、
実
績
・
予

測
・
予
算
、
お
よ
び
差
異
分
析
に
つ
い
て

の
報
告
を
統
合
的
に
実
施
し
て
い
る（
図

8
）。
ま
た
、
こ
う
し
た
統
合
的
実
績
・

予
測
・
予
算
・
差
異
分
析
の
運
用
は
今
後

三
年
間
で
九
六
％
に
ま
で
増
加
す
る
だ

ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
長

期
・
短
期
の
統
合
的
予
測
の
仕
組
み
の

導
入
を
予
定
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る

C
F
O
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
リ
ン
グ

予
測
に
つ
い
て
も
今
後
い
っ
そ
う
一
般
化

す
る
見
込
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
現
在
の

五
七
％
か
ら
三
年
後
の
八
八
％
ま
で
）。

日
々
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
計
画
業
務
を

組
み
込
む
と
共
に
、
計
画
の
サ
イ
ク
ル

を
短
縮
し
て
い
き
た
い
と
い
う
多
く
の
回

答
か
ら
も
、
ロ
ー
リ
ン
グ
予
測
の
導
入
が

今
後
と
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
ま
た
ア
ラ
ー
ト
（
異
常
値
）

が
ベ
ー
ス
の
レ
ポ
ー
ト
や
分
析
が
、
日
常

業
務
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
三

八
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ま
だ
一
般
的

で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
今
後
三
年
間

で
二
倍
を
上
回
る
、
八
二
％
に
ま
で
達

す
る
と
予
想
し
て
い
る
。
収
益
性
管
理
、

経
営
へ
の
提
言
活
動
と
い
う
観
点
で
は
、

理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
い
る

多
く
の
経
理
財
務
部
門
で
、
先
進
的
な

管
理
手
法
へ
の
取
り
組
み
が
比
較
的
進

ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

業
績
管
理
ツ
ー
ル
の
採
用
は
現
状
で

は
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

る
が
、
今
後
の
三
年
間
で
、
多
く
の
経
理

財
務
部
門
が
こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
を
積

極
的
に
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
図

9
）。
今
後
、
こ
う
し
た
ツ
ー
ル
の
導
入

に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
・
プ
ロ
セ
ス
・
I
T
が

三
位
一
体
と
な
っ
た
統
合
的
経
営
管
理

（
B
P
M
）の
構
築
が
よ
り
推
進
さ
れ
、
経

営
へ
の
よ
り
一
層
の
貢
献
が
で
き
る
可
能

性
が
大
い
に
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
超
え
た

リ
ス
ク
管
理
の
強
化

経
理
財
務
部
門
は
、
内
部
統
制
と
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
し
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
比
較
的
効
果
的
な
活
動
が
で
き
て
い

る
よ
う
だ
。財
務
報
告
プ
ロ
セ
ス
の
ほ
か
、

会
計
処
理
基
準
や
決
算
プ
ロ
セ
ス
の
統
制

に
関
す
る
文
書
化
は
、
依
然
と
し
て
重

点
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
か

図9●業績管理ツールの利用状況�
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ら
見
る
と
、
経
営
に
対
し
て
よ
り
有
益

な
提
言
を
生
み
出
す
た
め
の
予
防
的
な

リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
支
援
よ
り
も
、
各

種
統
制
活
動
を
自
動
化
す
る
こ
と
を
優

先
さ
せ
て
い
る
。
最
近
の
法
制
度
か
ら
の

要
請
の
高
ま
り
が
こ
の
よ
う
な
傾
向
を

産
み
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

「
利
益
率
が
低
下
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
下
で
は
『
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
』
と
い

う
考
え
方
か
ら
、『
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
』

と
言
う
考
え
方
に
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
C
F
O

も
見
ら
れ
、
多
く
の
C
F
O
は『
自
動
化

さ
れ
た
統
制
上
の
警
告
』や
『
分
析
ツ
ー

ル
』
を
備
え
た
経
営
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
、

業
務
フ
ロ
ー
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
各
種
管

理
ツ
ー
ル
、
リ
ス
ク
管
理
の
日
常
業
務
内

で
の
実
施
、
な
ど
が
将
来
的
に
重
要
と

な
る
だ
ろ
う
と
回
答
し
て
い
る（
図
10
）。

新
し
い
経
理
財
務
部
門
モ
デ
ル

経
理
財
務
部
門
に
対
す
る
期
待
は
、

単
な
る
過
去
の
財
務
デ
ー
タ
の
報
告
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将

来
を
見
越
し
た
経
営
の
提
言
と
い
う
分

野
へ
と
変
遷
し
て
き
て
い
る
。
即
ち
、
新

し
い
組
織
モ
デ
ル
で
は
、
リ
ス
ク
の
低
減

と
事
業
の
安
定
を
図
り
つ
つ
も
、
同
時
に

成
長
戦
略
、
収
益
性
管
理
に
対
し
て
も

タ
イ
ム
リ
ー
な
提
言
が
行
え
る
よ
う
な

俊
敏
性
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
だ（
図
11
）。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
簡
素
化
、
デ
ー
タ
の
標
準
化
、
シ
ス

テ
ム
合
理
化
や
シ
ェ
ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
を
活
用
し
た
組

織
内
の『
構
造
的
複
雑
さ
』
を
克
服
し
た

業
務
形
態
の
確
立
、
企
業
グ
ル
ー
プ
内
で

の
情
報
の
統
合
管
理
を
実
現
さ
せ
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
他
部
門
と
の

緊
密
な
連
携
を
通
じ
た
成
長
戦
略
、
統

合
的
経
営
管
理
（
B
P
M
）の
手
法
等
を

活
用
し
た
収
益
性
管
理
、
予
防
的
要
素

を
高
め
た
リ
ス
ク
管
理
の
仕
組
み
を
構

築
し
、
経
営
に
対
す
る
提
言
力
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
企

業
の
戦
略
と
経
理
財
務
部
門
の
戦
略
と

の
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
経
理
財
務
部
門
は
戦
略
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
、
企
業
価
値
向
上
の
一
翼
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
。

B
P
M：

B
usiness

P
erform

ance
M
anagem

ent

図11●革新的な経理財務部門の新しいモデル�
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